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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和2年3月12日(2020.3.12)

【公開番号】特開2017-154951(P2017-154951A)
【公開日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2016-41914(P2016-41914)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  32/05     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   31/02     １０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月28日(2020.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素を含む化合物、合金または非平衡合金から成り、所望の形状を有する炭素含有材料
を、この炭素含有材料の融点よりも低い凝固点を有し、前記炭素含有材料から前記炭素以
外の他の主成分が減少して前記炭素に至るまでの組成変動範囲内における液相線温度の最
小値よりも低い温度に制御された溶融金属に接触させることにより、前記炭素含有材料の
外形を維持したまま、前記他の主成分を選択的に前記溶融金属に溶出させて、微小間隙を
有する炭素材料を得ることを特徴とする多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項２】
　前記溶融金属に接触させる前に、前記炭素含有材料を所望の形状に形成しておくことを
特徴とする請求項１記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項３】
　炭素を含む金属溶湯を急冷凝固させることにより、前記炭素含有材料を球状に形成して
おき、
　前記炭素含有材料を前記溶融金属に接触させることにより、微小間隙を有する球状の炭
素材料を得ることを
　特徴とする請求項２記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項４】
　前記炭素含有材料を前記溶融金属から成る金属浴に浸すことにより、前記他の主成分を
選択的に前記金属浴内に溶出させて、前記炭素材料を得ることを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項５】
　前記炭素含有材料の融点よりも低い凝固点を有する固体金属を、あらかじめ前記炭素含
有材料に接触するよう配置しておき、前記固体金属を加熱して前記溶融金属にすることに
より、前記他の主成分を選択的に前記溶融金属に溶出させて、前記炭素材料を得ることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項６】
　前記炭素材料を前記溶融金属から離した後、酸またはアルカリ水溶液により、周囲また
は前記微小間隙の内部に付着した、前記溶融金属の成分および／または前記他の主成分を
含む付着混和体のみを選択的に溶出して除去することを、特徴とする請求項１乃至５のい
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ずれか１項に記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項７】
　前記溶融金属は、Ａｇ，Ｂｉ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｇｅ，Ｈｇ，Ｉｎ，Ｉｒ，Ｐｂ，Ｐｔ，Ｒ
ｈ，Ｓｂ，Ｓｎ，Ｚｎ、または、これらのうちの少なくとも一つを主成分とする合金であ
る混和体から成り、
　前記他の主成分は、Ａｌ，Ｂ，Ｂｅ，Ｃａ，Ｃｅ，Ｃｒ，Ｄｙ，Ｅｒ，Ｅｕ，Ｆｅ，Ｇ
ｄ，Ｈｆ，Ｈｏ，Ｋ，Ｌａ，Ｌｉ，Ｌｕ，Ｍｇ，Ｍｎ，Ｍｏ，Ｎａ，Ｎｂ，Ｎｄ，Ｐｒ，
Ｓｃ，Ｓｅ，Ｓｉ，Ｓｍ，Ｓｒ，Ｔａ，Ｔｉ，Ｖ，Ｗ，Ｚｒのいずれか一つ、もしくは、
その複数を含む混和体から成ることを
　特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項８】
　前記他の主成分を選択的に前記溶融金属に溶出させる工程は、不活性雰囲気中もしくは
真空雰囲気中で行われる、または、前記溶融金属にフラックスを添加して大気中で行われ
ることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の多孔質炭素材料の製造方法。
【請求項９】
　球状を成し、微小間隙を有することを特徴とする球状の多孔質炭素材料。
【請求項１０】
　全気孔体積中、２乃至２００ｎｍの大きさの気孔を８０％以上含み、ＢＥＴ比表面積が
１００ｍ２／ｇ以上であることを特徴とする請求項９記載の球状の多孔質炭素材料。
【請求項１１】
　シート状を成し、微小間隙を有することを特徴とする多孔質炭素材料。
【請求項１２】
　ラマンスペクトルのＤバンドのピーク強度（ＩＤ）とＧバンドのピーク強度（ＩＧ）の
比ＩＤ／ＩＧが０．５７であり、前記Ｇバンドでのピーク半値幅が４９ｃｍ－１であるこ
とを特徴とする請求項１２記載の多孔質炭素材料。
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